招　　　集
1． 仕事の内容

1 選手の招集と確認

2． 準備する物品

　①プログラム　　　　②ボールペン　　　　③無線２個

　④椅子５４脚（第二控えから第四控えまでの必要数　６人×３射場×３立ち）

　

３．補助員の必要数と動かし方

　２名ずつの３交代で６名（補助員は第五控えの招集を担当する。）

　選手が第四控えに移動した後に第五控え付近で次の選手を呼び集める。
４．競技開始から終了までの手順
　★競技開始前

1 役員は第二控え担当１名、第三及び第五控え担当２名、計３名で１組とする。

2 第五控えに招集した選手は、第四控えでの弓具点検終了後に第三控えに移動させてから選手の氏名を確認する。
　選手の確認について

　　　　　選手がプログラム通りの立ち順でそろっているか。特に、選手変更をした場合にはゼッケ　ン番号にも注意する。選手は、選手変更の有無に関わらず、申込時のゼッケン番号を付けなければならない。

3 氏名の確認が済んだら第二控えへ移動させ、第二控えから射場内の第一控えへは、競技の進行状況をみて入場させる（立射：２射目終了時、坐射：３射目終了時）
4 第三控から第二控えに移る時点で選手がいない場合は、その立に限り失格となる。その場合には本部に連絡する。
　★競技終了後

　　上記２の準備物を片付け、その他弓立て等を復元する。
５．留意点

　①休憩、的替え等がある場合は、射場内と連絡を取り合い、入場については特に注意する。

②個人競技の決勝戦では、記録、進行と緊密に連絡を取り合い、出来る限り早めに選手名、立ち順等を確認し、入場させる。
　　　　※個人競技順位決定戦について（高体連競技運営細則より）

	人

数
	１回目
	２回目

	
	第１射場
	第２射場
	第１射場
	第２射場

	６
	３
	３
	
	

	７
	４
	３
	
	

	８
	４
	４
	
	

	９
	５
	４
	
	

	１０
	５
	５
	
	

	１１
	４
	４
	３
	

	１２
	４
	４
	４
	

	１３
	５
	４
	４
	

	１４
	５
	５
	４
	

	１５
	５
	５
	５
	

	１６
	５
	５
	３
	３


